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 はじめに 



















































Ahmed Arasul (ov)，Husnutdin Said-Gali，Devletshah Sezganと表記している 16） 。また同書では，
Mullah Ahmed Arslanという人名もみられるが，これもムーラアフメート・アラスラフーバーの
ことであろう 17） 。なお，彼の名前の冒頭にある「ムーラ」は「モッラ（molla）」のことであり，








































































は，Husain Kilki，Husnutdin Said-Gali，Timerbey Hamidullah，Devletshah Sezgan，Ahmed Arslan
















リン（上記のTimerbey Hamidullah）と，昭和6（1931）年2月に神戸トルコ・タタール協会 36） の









直属することになった 40） 。 
 （2）団体の概要 
 　殆どの会員は名古屋回教徒団からの継続であった 41） 。会員数は，昭和11（1936）年では29
名 42） ，昭和12（1937）年では33名 43） ，昭和13（1938）年では48名 44） ，昭和15（1940）年では42







生活の向上相互の親睦」）としても記されている 48） 。 
 　事務所の所在地は，昭和10（1935）年では西区北押切天神山にあったイスラム学校が事務所









































が神戸より送付されている 62） 。昭和12（1937）年には，日本語教師が招聘 63） されているが，詳
細は不明である。 










また，名古屋モスク完成後は，その2階が学校（教室）として使われていた 66） 。 
 ③名古屋モスクの建設 
 　建設にむけた活動は昭和10（1935）年に始まる 67） 。同年3月9日にハミドリンを長とする建設
委員が設立されて，8月には30m 2 の土地を1500円で購入した 68） 。昭和11（1936）年1月18日には，
名古屋市（あるいは日本政府）から建設許可を得た 69） が，在名古屋タタール人だけでは資金の
確保が難しく 70） ，また各地から募った寄付金も僅少であったため，同年半ばに建設活動は一時中
断した。しかし，在神戸旧露国人アグルジGismatullah Agurji 71） により1000円を借り入れて，同
年8月25日に建築が再開された 72） 。9月4日には定礎式が行われ，礎石にはアグルジとイスハキー
の名が刻まれた 73） 。そして，名古屋モスクは同年11月中旬に完成した 74） 。 




馳せ参じた東洋トルコ・タタール文化協会宗教委員長イマム・シャムグニなどがいた 77） 。 

















































































































152 ― 155頁などの論考がある。 
 3） 吉田達矢「戦前期の名古屋におけるタタール人の諸相：人口推移と就業状況を中心に」『名古屋学院大学論集：
言語・文化篇』24 ― 2（2013）（以下，吉田2013），281―291頁。 
 4） Larisa Usmanova,  The Türk-Tatar Diaspora in Northeast Asia , Tokyo: Rakudasha, 2007（以下，Usmanova2007）
では，前者を「mahallyah Islamie」（p. 103），後者を「the Cultural Society of the Idel-Ural Türk-Tatars」（p. 
103）と表記している。 
 5） 吉田2013，285頁。 
 6） また，愛知懸知事尾崎勇次郎発，内務大臣・外務大臣・警視廳・各廳府懸長官ほか宛，昭和7年2月13日付，
「マホメツト教徒ノ會合ニ関スル件」（JACAR（アジア歴史資料センター），Ref. B04012533000，本邦ニ於ケ
ル宗教及布教関係雑件 / 回教関係，第一巻分割1（I ― 2 ― 1 ― 0 ― 006），外務省外交史料館，10画像目）においても，
「……禮拝ハ毎年一，二回ハ行フヲ慣例トスルモノニシテ……（後略）」と記されている。 
 7） 愛知懸知事香坂昌康発，内務大臣・外務大臣・警視廳・各廳府懸長官ほか宛，昭和6年3月27日付，「名古
屋回教徒團設立ニ関スル件」（JACAR，Ref. B04012533000，本邦ニ於ケル宗教及布教関係雑件 / 回教関係，















『国際関係・比較文化研究』（静岡県立大学国際関係学部）5 ― 1（2006），93 ― 109頁；松長昭「東京回教団長
クルバンガリーの追放とイスラーム政策の展開」坂本勉（編著）『日中戦争とイスラーム：満蒙・アジア地
域における統治・懐柔政策』，慶應義塾大学出版会，2008年，179 ― 232頁（以下，松長2008）などを参照。 
 10） 正確な住所は渋谷区代々木富ヶ谷町1461番であった（デュンダル2012，217頁）。 
 11） 愛知懸知事岡正雄発，内務大臣・外務大臣・警視廳・各廳府懸長官ほか宛，昭和6年1月10日付，「回敎徒
學校新築落成式祝賀會出席ニ関スル件」（JACAR，Ref. B04012533000，本邦ニ於ケル宗教及布教関係雑件 /
回教関係，第一巻分割1（I ― 2 ― 1 ― 0 ― 006），外務省外交史料館，4画像目）。 
 12） 『名古屋市第三十三回統計書』，名古屋市役所，1933年，53頁。なお，同年の名古屋市には，「土耳古」人も
男3人，女2人が在留していた。 
 13） 上記「名古屋回教徒團設立ニ関スル件」，8画像目。 
 14） 本文上記のサイガレーフと同一人物と思われる。 
 15） 上記「名古屋回教徒團設立ニ関スル件」，8画像目。 
 16） Usmanova2007, p. 103. 
 17） Usmanova2007, p. 103. 
 18） 東長靖「モッラー」大塚和夫ほか（編）『岩波イスラーム辞典』，岩波書店，2002年，1066頁。 
 19） 上記「マホメツト教徒ノ會合ニ関スル件」，10 ― 11画像目。 
 20） 註19で挙げた史料では12名となっているが，正確には11人分の名前しか記されていない。11人各人の名前，
職業，住所については，吉田2013を参照。 
 21） 彼の略歴については，吉田2013，290頁を参照。 
 22） 『外事警察概況』1，167頁。 
 23） 松長2008，185頁；デュンダル2012，218頁。 
 24） 『外事警察概況』3，154頁；松長2009，18頁；Usmanova2007，p. 104など。 
 25） 『外事警察概況』4，94頁。 
 26） アヤズ・イスハキーについて詳しくは，松長昭「アヤズ・イスハキーと極東のタタール人コミュニティー」
池井優・坂本勉（編）『近代日本とトルコ世界』，勁草書房，1999年，219 ― 263頁を参照。 









 29） 「在本邦囘敎徒「トルコ・タタール」人忿爭問題（昭和九年調査）」（JACAR，Ref. B04012533000，本邦ニ於
ケル宗教及布教関係雑件 / 回教関係，第一巻分割1（Ⅰ ― 2 ― 1 ― 0 ― 006），外務省外交史料館，30画像目） 
 30） Usmanova2007, p. 103. 
 31） 兵庫県知事白根竹介発，外務大臣・内務大臣・警視庁・各廳府懸長官ほか宛，昭和9年2月23日付，「神戸
回教徒ノ東京クルバンガリー排斥ニ関スル件（第二報）」（JACAR，Ref. B04012533000，本邦ニ於ケル宗教
及布教関係雑件 / 回教関係，第一巻分割1（Ⅰ ― 2 ― 1 ― 0 ― 006），外務省外交史料館，40画像目） 
 32） 兵庫県知事白根竹介発，外務大臣・内務大臣・警視庁ほか各長官・在上海内務書記官・在哈尓賓内務事務
官宛，昭和9年3月6日付，「神戸回教徒ノ在東京クルバンガリー排斥ニ関スル件（第三報）」（JACAR，Ref. 
B04012533000，本邦ニ於ケル宗教及布教関係雑件 / 回教関係，第一巻分割1（Ⅰ ― 2 ― 1 ― 0 ― 006），外務省外交
史料館，49画像目） 
 33） Usmanova2007, p. 216（註245）. 






















































 36） 昭和2（1927）年12月に結成された（『外事警察概況』1，165頁）。 











（ The Nagoya Muslim Mosque ，名古屋トルコ・タタールイスラム敎會，1937年，13 ― 16頁）。 
 39） 昭和9（1934）年4月に設立されている。なお，神戸イデル・ウラル・トルコ・タタール文化協会の設立により，
神戸トルコ・タタール協会は解散した（『外事警察概況』1，165 ― 166頁）。 
 40） 『外事警察概況』1，166頁。 
 41） 『外事警察概況』4，94頁。 
 42） 『外事警察概況』2，182，189頁。 
 43） 『外事警察概況』3，159頁。 
 44） 『外事警察概況』4，94頁。 
 45） 『外事警察概況』5，304頁。 
 46） 吉田2013，285頁。 
 47） 熊本県知事鈴木敬一発，内務大臣・外務大臣・各廳府懸長官ほか宛，昭和9年8月15日付，「イデル・ウラル・
トルコ・タタール文化協會九州支部結成ニ関スル件」（JACAR，Ref. B04012533100，本邦ニ於ケル宗教及布
教関係雑件 / 回教関係　第一巻分割2（I ― 2 ― 1 ― 0 ― 006），外務省外交史料館，25 ― 26画像目） 
 48） 『外事警察概況』2，189頁。 
 49） 『外事警察概況』1，167頁。 
 50） 『外事警察概況』2，189頁。 
 51） 『外事警察概況』3，154頁。 
 52） 『外事警察概況』4，94頁。 
 53） 関東局警務局長発，對滿事務局次長・外務次官・内務省警保局長ほか宛，昭和10年2月9日付，「極東トル
コタタール囘敎徒民族大會開催状況」（JACAR，Ref. B04012396500，各国ニ於ケル協会及文化団体関係雑
件 / 満洲国ノ部2。「イデルウェルトルコタール」民族文化協会（I ― 1 ― 10 ― 0 ― 013），外務省外交史料館，8，39
画像目） 
 54） 『外事警察概況』1，168頁。 
 55） 『外事警察概況』2，189頁。 








 59） 『記録　回敎圈展覽會：全世界回敎徒第一次大會來朝回敎徒視察團』，大日本回敎協會，1940年，24，98 ― 99頁。 
 60） 『外事警察概況』8，640頁。 
 61） 『外事警察概況』1，167頁。 
 62） 『外事警察概況』2，188頁。 
 63） 『外事警察概況』3，154頁。 
 64） 『新愛知』16189。 
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 65） 昭和11～12（1936～37）年には名古屋支部の書記を務めていた。 
 66） 小村1988，301頁。 
 67） 建設理由としては，「……何とかしてイスラム敎會を建設して之を共同禮拜所となし合わせて子女の普通敎
育機關にしたいと思ふて……（後略）」とされている（ The Nagoya Muslim Mosque ，5頁）。 
 68） Usmanova2007，p. 105．一方，別の史料では，「……名古屋市東區千種町地内にて三十四坪餘を金一千四百
餘圓にて買収したるが……（後略）」と記されている（『外事警察概況』1，167頁）。 
 69） Usmanova2007, p. 105 (MB63: 6). 
 70） 在名古屋タタール人だけで確保した建築資金は四百円であった（『外事警察概況』2，189頁）。 
 71）  The Nagoya Muslim Mosque ，9 ― 10頁では，彼の略伝が当時の在名古屋タタール人コミュニティの代表であっ
たフサイン・キルキーによって記されている。アグルジは，1922年に来日し，昭和6（1931）年2月まで2
期にわたって神戸トルコ・タタール協会の会長を務めた（福田2008，35頁）。 
 72） 『外事警察概況』2，189頁。 








を建設することが出來たのであります。」という記述もある（ The Nagoya Muslim Mosque ，5頁）。 
 75） 以下の本文における落成式の様子は，Usmanova2007，p. 105；『新愛知』16319；『名古屋新聞』14686；『大
阪朝日新聞』19846（3紙とも昭和12（1937）年1月23日）によっている。 
 76） 各紙では午後1時となっているが，Usmanova2007，p. 105では午後0時となっている。 
 77） 日本人の来賓については，別稿にて紹介する予定である。 
 78） 『新愛知』16319では，午後2時40分開式となっている。 
 79） 有賀の略伝は，小村1988，151 ― 166頁を参照。有賀と在名古屋タタール人コミュニティとの関係については，
別稿にて検討する予定である。 
 80） 『新愛知』16319では，午後4時過ぎとなっている。 
 81） 上記「極東トルコタタール囘敎徒民族大會開催状況」，20 ― 24画像目。 









念祝賀會状況ニ関スル件」（JACAR，Ref. B04012533100，本邦ニ於ケル宗教及布教関係雑件 / 回教関係　第




状況ノ件」（JACAR，Ref. B04012533000，本邦ニ於ケル宗教及布教関係雑件 / 回教関係　第一巻分割1（I ―
 2 ― 1 ― 0 ― 006），外務省外交史料館，91 ― 92画像目） 
 86） 警視總監斎藤樹発，内務大臣・外務大臣ほか宛，昭和12年10月25日付，「東京回敎團ノ禮拝堂起工式擧
行ニ関スル件」（JACAR，Ref. B04012533200，本邦ニ於ケル宗教及布教関係雑件 / 回教関係　第一巻分割3




 88） 在名古屋タタール人コミュニティの代表として出席したのは，ジ ・ーベイムハメトフ，エッチ・キルケーフ，
エッチ・サイドガレフ，デー・セズガン（夫妻），エッチ・キルケーフ（女），テー・ハミドリンであった（兵
庫縣知事湯沢三千男発，内務大臣・外務大臣ほか宛，昭和10年10月28日付，「神戸回々寺院祝賀會開催状
況ノ件」（JACAR，Ref. B04012533100，本邦ニ於ケル宗教及布教関係雑件 / 回教関係　第一巻分割2（I ― 2 ―




寺院落成式式典開催状況ノ件（回教関係第二報）」（JACAR，Ref. B04012575600，本邦寺院関係雑件 / 第一巻7。
回教寺院（Ⅰ ― 2 ― 2 ― 0 ― 016），外務省外交史料館，8画像目） 
 90） 福田2013，162（71）頁。 





 93） 『外事警察概況』2，189頁。 
 94） 『外事警察概況』2，188，190頁。 










 97） 『外事警察概況』7，387頁。 






























 第十條　本會ハ毎年一回總会ヲ開キ事業ノ總決算ノ報告ヲナシ新ニ委員並ニ会計検査員ヲ 選擧ス 









































4月 ユースフ・アクチュラ※5の追悼式 Usmanova2007: 104
4月15日 トゥカイ※6の祝祭 Usmanova2007: 104（MB26: 11）
9月 新校舎に移転 Usmanova2007: 108
10月11日 神戸モスク開院祝賀会に，代表として7
人が参加





1月18日 モスク建設の許可を取得 Usmanova2007: 104（MB63: 6）
3月4日 イスラム学校においてクルバン祭 『外事警察概況』2：189
4月1日 役員改選 同上
6月 ファフレッディンの追悼式 Usmanova2007: 104（MB30: 11）
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9月4日 名古屋モスクの定礎式 Usmanova2007: 104（MB63: 6）
10月 支部幹部会 同上
10月15日 タタール人にとっての“悲しみの日” Usmanova2007: 104（MB52: 13）
11月中旬 名古屋モスクが完成 Nagoya Muslim Mosque: 12









2月12日 極東大会2周年の会合 Usmanova2007: 106（MB65: 7）
2月23日 イスハキーの著作活動40周年祝賀会 同上（MB66: 3）
3月14日 ヒジュラ暦の新年を祝う 同上（MB69: 6）





4月15日 トゥカイの祝祭 同上（MB74: 9）




























シャムグニが名古屋を訪問 Usmanova2007: 106（MB128: 5）
10月17日 総会 Usmanova2007: 106（MB142: 10）
昭和14（1939）年
1月30日 クルバン祭 Usmanova2007: 106（MB156: 10）
2月2日 青年団が劇を披露 同上（MB156: 9）
2月20日 新年の前夜祭 同上（MB158: 7）
4月1日 トゥカイの祝祭 同上（MB166: 5）






11月10日 クルバン祭 Usmanova2007: 106（MB193: 11）
11月24～25日 回教徒視察団が名古屋訪問 Usmanova2007: （MB194: 8）；『回教圏展覧
会』24，98―99
昭和15（1940）年
2月20日 イスラーム開始の日 Usmanova2007: 107（MB203: 6）
2月22日 イスハキーの生誕日 同上（MB205: 5）
3月 ヒジュラ暦の新年を祝う 同上（MB204: 6）
3月10日 総会 同上（MB207: 5）
昭和16（1941）年
4月8日 マホメツト生誕祭（マウリド祭） 『外事警察概況』7：387
4月14日 ファフレッディンに関する会合 Usmanova2007: 108（MB213: 7）
4月15日 トゥカイの祝祭 同上（MB213: 7）


















12月8日 大詔奉戴日（太平洋戦争開戦1周年） Usmanova2007: 108（MB335: 13）
昭和18（1943）年
2月14日 タタール人の歴史に関する会合 Usmanova2007: 108（MB340: 5）
昭和19（1944）年








※3：Shiha¯b al-Dı¯n Marja¯nı¯（Shihabetdin Märjani，1818―89）：タタール人のウラマ （ーイスラーム諸学を修めた知識人），
歴史家。主著として『カザンとブルガルとに関する情報の集成』（全2巻，1885―1900年）がある。詳しくは，






※6：Gabdulla Mökhämmätgarif ulï Tukay（1886―1913）：現代タタール語・文学の創始者に数えられる詩人，評論家。
詳しくは，小松久男「トゥカイ（Gabdulla Mökhämmätgarif ulï Tukay）」小松久男ほか（編）『中央ユーラシア
を知る事典』，平凡社，2005，374頁を参照。
※7：預言者ムハンマドの生誕祭。ヒジュラ暦の第3月（ラビーウ・アウワル月）12日に行われる。
※8：Rida¯ al-Dı¯n Fakhr al-Dı¯n（Rizaetdin Fakhretdin，1859―1936）：帝政ロシア末期からソ連初期にヴォルガ・ウラ
ル地方で活躍したウラマー，ジャーナリスト，歴史家。詳しくは，小松久男「ファフレッディン（Rida¯ al-
Dı¯n Fakhr al-Dı¯n：Rizaetdin Fakhretdin）」小松久男ほか（編）『中央ユーラシアを知る事典』，平凡社，2005，
446―447頁を参照。
